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資料 １ 

 

 

 

維持系事業の新規評価マニュアルから、長寿命化計画等に

基づく事業実施に伴う新規評価マニュアルの廃止について 

 

【対象事業：維持系 維持管理事業】 

① 道路事業（橋梁長寿命化・橋梁維持補修事業） 

② 都市公園事業 
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資料 ２－１ 

 

 

 

 

平成 25年度 2月補正予算 新規評価実施箇所数一覧 

平成 26年度当初予算 新規評価実施箇所数一覧 

平成 26年度 6月補正予算新規評価実施箇所数一覧 

 

 

１．整備系 

２．維持系 
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平成25年度2月補正予算・平成26年度当初予算新規評価箇所数一覧（整備系） （様式１）

1千万円 5千万円 1億円 10億円

以上 以上 以上 以上

～ ～ ～ ～

5千万円 1億円 10億円

未満 未満 未満

街路整備交付金事業 5 2 2 2 0 2 0 2

小計 5 2 2 2 0 2 0 2

中山間地域総合整備事業 1 0 0 0 0 0 0

クリーク防災機能保全対策事業 2 1 1 1 0 1 0 1

農業用河川工作物応急 2 0 0 0 0 0 0

ため池等整備事業 10 7 7 7 0 7 0 5 2

湛水防除事業 1 0 0 0 0 0 0

海岸保全事業 1 1 1 1 0 1 0 1

小計 17 9 9 9 0 9 0 5 3 1

かんがい排水事業 2 1 1 1 0 1 0 1

経営体育成基盤整備事業 3 2 2 2 0 2 0 1 1

小計 5 3 3 3 0 3 0 1 2

河川整備交付金事業 1 1 1 1 0 1 0 1

河川局部改築事業 1 1 1 1 0 1 0 1

通常砂防事業 6 5 5 5 0 5 0 5

急傾斜地崩壊対策事業 1 1 1 1 0 1 0 1

小計 9 8 8 8 0 8 0 7 1

山地治山事業 32 18 18 18 2 11 5 11 6 1

森林環境保全整備事業 2 2 2 2 0 2 0 2

森林基盤整備交付金事業 1 1 1 1 0 1 0 1

小計 35 21 21 21 2 14 5 11 6 4

道路整備交付金事業
（社会資本整備総合交付金） 34 6 6 6 0 6 0 5 1

道路整備交付金事業
（防災・安全社会資本整備交付金） 36 8 8 8 1 6 1 7 1

道路整備交付金事業
（原子力発電施設等立地地域特別交付金） 1 1 1 1 0 1 0 1

地方特定街路整備事業 1 1 1 1 0 1 0 1

小計 72 16 16 16 1 14 1 13 3

港湾整備費 1 0 0 0 0 0 0

小計 1 0 0 0 0 0 0

144 59 59 59 3 50 6 11 11 28 9

41% 41% 41% 2% 35% 4% 8% 8% 19% 6%検討箇所数に占める割合

農 山 漁 村 課

合計

農 地 整 備 課

河 川 砂 防 課

現地機関
評価
箇所数

港 湾 課

まちづくり推進課

道 路 課

平成２５年度
２月補正
予算箇所数

評価箇所数

事業担当
課評価
箇所数

課名

森 林 整 備 課

事業名 予算
見送り
箇所数

本部評価
箇所数
Ａ

事業費毎の内訳
（Ａの内訳）

本部が評
価した件
数

予算化箇所数（Ａ）

本部が事業化を認めた件数

平成２６年度
当初予算
箇所数

検討
箇所数

事業担当
課が評価
した件数
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平成25年度2月補正予算・平成26年度当初予算新規評価箇所数一覧（維持系） （様式１）

1千万円 5千万円 1億円 10億円

以上 以上 以上 以上

～ ～ ～ ～

5千万円 1億円 10億円

未満 未満 未満

公園整備事業 1 1 1 0 1 1

小計 1 1 1 0 1 1

農業水利施設ストックマネジメント事業 2 2 2 0 2 2

小計 2 2 2 0 2 2

道路整備交付金事業
【道路防災】 13 13 13 0 13 4 4 5

道路整備交付金事業
【舗装補修】 49 49 49 0 49 42 4 3

道路整備交付金事業
【橋梁長寿命化】 14 14 14 9 5 12 2

道路整備交付金事業
【橋梁維持補修】 3 3 3 1 2 3

道路橋りょう保全費（橋梁保全）
【橋梁長寿命化】 3 3 3 0 3 3

道路橋りょう保全費（橋梁保全）
【橋梁維持補修】 1 1 1 0 1 1

小計 83 83 83 10 73 65 10 8

港湾整備費 2 2 2 0 2 1 1

小計 2 2 2 0 2 1 1

88 88 88 10 78 67 11 10

100% 100% 11% 89% 76% 13% 11% 0%

本部評価
箇所数

本部が評
価した件
数

平成２５年度
２月補正
予算箇所数

課名

事業担当
課が評価
した件数

事業名

予算化箇所数（Ａ）

本部が事業化を認めた件数

平成２６年度
当初予算
箇所数

全箇所数に占める割合

合計

港 湾 課

事業費毎の内訳
（Ａの内訳）

現地機関
評価
箇所数

評価箇所数

道 路 課

事業担当
課評価
箇所数

まちづくり推進課

農 地 整 備 課
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平成26年度6月補正予算　新規評価箇所数一覧（整備系） （様式１）

1千万円 5千万円 1億円 10億円

以上 以上 以上 以上

～ ～ ～ ～

5千万円 1億円 10億円

未満 未満 未満

港湾整備費 1 1 1 1 1 0 1

小計 1 1 1 1 1 0 1

1 1 1 1 1 0 1 0 0 0

100% 100% 100% 100% 0% 100% 0% 0% 0%

予算化箇所
数（Ａ）

本部が事業
化を認めた
件数

平成２６年度
6月補正予算
箇所数

検討
箇所数

事業担当
課が評価
した件数

評価箇所数

事業担
当課評
価
箇所数課名 事業名 予算

見送り
箇所数

本部評
価
箇所数
Ａ

事業費毎の内訳
（Ａの内訳）

本部が評
価した件
数

検討箇所数に占める割合

合計

現地機
関
評価
箇所数

港 湾 課
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平成26年度6月補正予算　新規評価箇所数一覧（維持系） （様式１）

1千万円 5千万円 1億円 10億円

以上 以上 以上 以上

～ ～ ～ ～

5千万円 1億円 10億円

未満 未満 未満

公園整備事業 3 3 3 3 2 1

小計 3 3 3 3 2 1 0 0

港湾整備費 3 3 3 3 1 1 1

小計 3 3 3 3 1 1 1 0

6 6 6 6 3 2 1

100% 100% 100% 50% 33% 17% 0%全箇所数に占める割合

合計

港 湾 課

事業費毎の内訳
（Ａの内訳）

現地機関
評価
箇所数

評価箇所数

事業担当
課評価
箇所数

まちづくり推進課

本部評価
箇所数

本部が評
価した件
数

課名

事業担当
課が評価
した件数

事業名

平成２６年度
6月補正予算
箇所数

予算化箇所
数（Ａ）

本部が事業化
を認めた件数
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資料 ２－２ 

 

 

 

 

平成 26年度 6月補正予算 新規評価実施箇所一覧表・調書 

（整備系） 

 

-7-



 

-8-



平
成
2
6
年
度
6
月
補
正
予
算
 
新
規
評
価
箇
所
検
討
一
覧
表
（
整
備
系
）

様
式
２

担
当
課

港
湾
課

市
町
名

旧
市
町
名
町
・
大
字

等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境

1
港
湾

生
活
関
連
港
湾
整
備
事
業

唐
津
港
（
大
島
地
区
）

唐
津
市

海
岸
通
り
散
水
施
設
設
置

Ａ
Ｂ

Ａ
Ⅰ

H
2
6
.
6
月
補
正

4
8

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4
8
H
2
6

H
2
4
年
度
に
設
置
完
了
し
た
飛

砂
防
止
フ
ェ
ン
ス
の
効
果
を
検

証
中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
た
上
で
今
後
の
対
応
を
検

討
す
る
。

備
考

完
成

予
定

年
度

事
業
概
要

評
価

判
断
予
算
化
等
状
況

総
事
業
費

（
百
万
円
）

H
2
6
(
2
5
)

年
度

事
業
費

（
百
万
円
）

番
号

種
別

事
業
区
分

事
業
名

箇
所
名
等

（
路
河
川
・
地
区
名
）

施
工
箇
所
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（様式3） 

公共事業新規評価調書（整備系） 

 

本部名 

部 名 
交通政策部 

記 入 

責任者 

港   湾   課 課 長 田﨑 茂樹 

唐津土木事務所 所 長 山下 孝一 

 

事 業 

区 分 

港      湾 

生活関連事業 

事 業 名 地区名等 

総事業費 ４８百万円 
港湾整備事業 

唐津港 

（大島地区） 

事 業 地 着工予定年度 完成予定年度 

唐津市西大島町地内 平成２６年度 平成２６年度 

事 業 目 的 事 業 内 容 

唐津港においては、大島地区に砂の取扱いを集約して

いる。周辺は住宅地が密集しており、砂置き場から住宅

地へ砂が飛び、住民からの苦情が多い。このため、風上

から砂山に散水して砂の舞い上がりを減少させ、飛砂防

止を図ることを目的としている。 

事業延長 L=400m 

 散水施設設置 L=400m 

評価の視点 評 価 内 容 評 価 

（１）位置づけ 伊万里港・唐津港の整備及び利活用促進             10 

Ａ 

・港湾法上の計画の位置付けが有る施設。（重要港湾）     60 

・地域の振興に大規模に寄与する。                 10 

・プロジェクトや、他事業との関連がない。              0 

                                    計  80 

（２）必要性・効果 ・費用対効果 (1.0以上～2.0未満)                  40 

・港湾環境整備施設の不足                       20 

・基準等は満足している                         0 

                                    計  60 

B 

（３）実施環境 ・事業に対して協力的で、漁業補償・用地買収等の調整が 

図られている。                             60 

・協議会等の組織はないが、計画に対して協力的である。   20 

                                   計  80 

A 

 

評 価 ＡBＡ 条 件 等 

判 断 
Ⅰ 特になし。 

優先的に事業を実施 
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定性評価調書 

○自然環境保全 

内  容 

特になし。 

※ 動植物の保護、農地の保全、山地・山間地の保全、水辺環境の保全等に配慮している事項について、工法、対策、

留意事項を記載。 

 

○生活環境対策 

内  容 

・施工にあたっては、排出ガス対策型の施工機械を使用するなど、大気汚染、水質汚濁等の環境保全対策を講ずる。 

※ 大気・水・土壌・地盤環境の保全、リサイクル、文化財、バリアフリー、周辺土地利用状況等に配慮する事項について、

工法、対策、留意事項を記載。 

 

○コスト縮減策 

内  容 

・散水施設設置に伴い発生する建設発生土は、埋戻材として再利用することで、コスト縮減に努め、資源の有効利用を図

る。 

※ 再生材・発生材の使用等、具体的なコスト縮減策を記載。 

 

○その他 

内  容 

・特になし。 

※ 特に記述することがあれば記載。 
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資料 ２－３ 

 

 

 

 

平成 25年度 2月補正予算 新規評価実施箇所一覧表 

平成 26年度当初予算 新規評価実施箇所一覧表 

（整備系 予算化見送り） 
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平
成
2
5
年
度
2
月
補
正
予
算
・
平
成
2
6
年
度
当
初
予
算
 
新
規
評
価
箇
所
検
討
一
覧
表
（
整
備
系
）
【
予
算
化
見
送
り
】

市
町
名

旧
市
町
名
町
・
大
字

等

位 置 づ け

必 要 性 ・ 効 果

実 施 環 境

1
森
林
整
備
課

治
山

山
地
治
山
事
業

茅
原
地
区

佐
賀
市

富
士
町

鎌
原

床
固
工
 
1
個

山
腹
工
 
0
.
1
h
a

Ａ
Ａ

Ａ
Ⅰ

予
算
化
見
送
り
緊
急
性
な
ど
優
先
順
位
が
高
い
箇
所
か
ら
予

算
化
。
な
お
、
平
成
2
6
年
度
中
に
国
庫
認
証

の
状
況
に
よ
り
実
施
を
検
討

2
森
林
整
備
課

治
山

山
地
治
山
事
業

山
副
地
区

武
雄
市

東
川
登
町

永
野

山
腹
工
 
0
.
1
h
a

落
石
防
護
柵
工
 
L
=
3
5
m

ﾓ
ﾙ
ﾀ
ﾙ
吹
付
工
 
A
=
7
8
8
m
2

Ａ
Ａ

Ａ
Ⅰ

予
算
化
見
送
り
緊
急
性
な
ど
優
先
順
位
が
高
い
箇
所
か
ら
予

算
化
。
な
お
、
平
成
2
7
年
度
中
に
国
庫
認
証

の
状
況
に
よ
り
実
施
を
検
討

3
森
林
整
備
課

治
山

山
地
治
山
事
業

松
原
地
区

唐
津
市

相
知
町

伊
岐
佐

谷
止
工
 
1
個

Ａ
Ａ

Ａ
Ⅰ

予
算
化
見
送
り
緊
急
性
な
ど
優
先
順
位
が
高
い
箇
所
か
ら
予

算
化
。
な
お
、
平
成
2
8
年
度
中
に
国
庫
認
証

の
状
況
に
よ
り
実
施
を
検
討

4
森
林
整
備
課

治
山

山
地
治
山
事
業

中
ノ
原
地
区

有
田
町

有
田
町

中
ノ
原

山
腹
工
 
A
=
0
.
2
h
a

落
石
防
護
柵
工
 
L
=
2
5
m

Ａ
Ａ

Ａ
Ⅰ

予
算
化
見
送
り
緊
急
性
な
ど
優
先
順
位
が
高
い
箇
所
か
ら
予

算
化
。
な
お
、
平
成
2
9
年
度
中
に
国
庫
認
証

の
状
況
に
よ
り
実
施
を
検
討

5
森
林
整
備
課

治
山

山
地
治
山
事
業

町
地
区

伊
万
里
市

大
川
町

大
川
野

法
枠
工
 
A
=
1
,
0
0
0
㎡

Ａ
Ａ

Ａ
Ⅰ

予
算
化
見
送
り
緊
急
性
な
ど
優
先
順
位
が
高
い
箇
所
か
ら
予

算
化
。
な
お
、
平
成
2
9
年
度
中
に
国
庫
認
証

の
状
況
に
よ
り
実
施
を
検
討

6
道
路
課

道
路

道
路
整
備
交
付
金
事
業

（
防
災
・
安
全
社
会
資

本
整
備
交
付
金
）

国
道
2
6
3
号
（
梅
野
工

区
）

佐
賀
市

大
和
町

梅
野
（
渡

月
橋
付

近
）

道
路
改
良
L
=
3
0
0
m

Ａ
Ａ

Ｂ
Ⅰ

予
算
化
見
送
り
実
施
環
境
に
つ
い
て
、
再
度
の
地
元
の
調
整

が
必
要
と
判
断
し
た
た
め

予
算
化
見
送
り
理
由

（
予
算
化
見
込
み
×
の
場
合
）

事
業
概
要

評
価

判
断
予
算
化
等
状
況

番
号

種
別

事
業
名

箇
所
名
等

（
路
河
川
・
地
区
名
）

施
工
箇
所

課
名
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(1
0
0
)
(1
0
0
)

(6
0
)

(2
0
)

(2
0
)
(1
0
0
)

(1
0
0
)
(1
0
0
)

1
H
2
6

8
0

8
0

6
0

2
0

2
0
1
0
0

1
0
0
1
0
0
A
A
A
Ⅰ

2
H
2
6

8
0

8
0

6
0

2
0

2
0
1
0
0

1
0
0
1
0
0
A
A
A
Ⅰ

2
0

2
0

1
0
0

森
林
公
園

（
舗
装
補
修
）

佐
賀
市

久
保
田
町
大
字
徳
万

3
0

8
0

6
0

田
道
ヶ
里

大
字
等

所
在
地

神
埼
市

事
業
目
的

　
施
工
よ
り
1
5
年
あ
ま
り
経
過
し
、
老
朽
化
し
た
公
園
施
設
（
外
周
道
路
舗
装
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
広
場
舗
装
）
を
更
新
、
補
修
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
。

評
価
指
標
：
老
朽
化

計

自
然
環
境
に
で
き
る
だ
け
影
響
を
与
え
な
い
工
法
を
選
択
し
た
。

本
部
・
部
名

種
　
　
　
 別

県
土
づ
く
り
本
部

都
市
公
園
事
業

課
　
　
　
名

事
業
区
分

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

維
持
管
理

完 成 予 定 年 度

総
事
業
費

（
百
万
円
）

施
設
及
び
機

器
等
の
点
検

に
よ
る
老
朽

化
状
況

定
性
評
価

自
然
環
境
保
全

生
活
環
境
対
策

コ
ス
ト
縮
減
策

そ
　
　
の
　
　
他

排
ガ
ス
対
策
型
機
械
の
使
用
、
建
設
副
産
物
の
適
正
処
理
、
再
生
材
の
使
用
等
を
行
う
。

よ
り
経
済
的
な
工
法
を
検
討
し
採
用
す
る
。
現
場
発
生
材
の
有
効
活
用
、
再
生
材
の
使
用
等
、
よ
り
安
価
な
材
料
を
使
用
す
る
。

小
計

(2
0
)

箇 所 番 号

路
河
川
名
及
び

地
区
・
箇
所
名

市
町
村
名

評
価
視
点
：
位
置
付
け

評
価
指
標
：
公
園
施

設
別
の
重
要
度

公
園
利
用
に

対
す
る
対
象

施
設
の
重
要

度

評
価
指
標
：
利
用

度
・
代
替
施
設

対
象
施
設
の

利
用
状
況

小
計

(2
0
)

事
故
防
止
機

能
、
都
市
防

災
、
景
観
・

環
境
保
全
に

関
す
る
事
業

目
的
の
優
先

度

評
価
指
標
：
実
施
目

的
の
優
先
度 小
計

(1
0
0
)

小
計

(6
0
)

1
0
0

2
0

評
価
視
点
：
実
施
環
境

評
価
指
標
：
利
用
者

等
か
ら
の
要
望

利
用
者
等
か

ら
の
要
望
状

況
小
計

(1
0
0
)

計

評
価
視
点
：
必
要
性
・
効
果

計

2
0

6
0

8
0

平
成
2
6
年
度
6
月
補
正
予
算
 公
共
事
業
新
規
評
価
調
書
 （
維
 持
 系
）

事
業
名

公
園
整
備
事
業

評
価
判
定

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園

（
舗
装
補
修
）

5
0
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(1
0
0
)
(1
0
0
)

(6
0
)

(2
0
)

(2
0
)
(1
0
0
)

(1
0
0
)
(1
0
0
)

3
H
2
6

9
0

9
0

6
0

2
0

1
0

9
0

1
0
0
1
0
0
A
A
A
Ⅰ

2
0

1
0

1
0
0

吉
野
ヶ
里
歴
史
公
園

（
水
洗
い
場
改
修
）

神
埼
市

田
道
ヶ
里

3
0

9
0

6
0

利
用
者
等
か

ら
の
要
望
状

況
小
計

(1
0
0
)

(6
0
)

(2
0
)

(2
0
)

(1
0
0
)

評
価
指
標
：
利
用
者

等
か
ら
の
要
望

計
事
故
防
止
機

能
、
都
市
防

災
、
景
観
・

環
境
保
全
に

関
す
る
事
業

目
的
の
優
先

度

小
計

公
園
利
用
に

対
す
る
対
象

施
設
の
重
要

度

小
計
対
象
施
設
の

利
用
状
況

小
計

施
設
及
び
機

器
等
の
点
検

に
よ
る
老
朽

化
状
況

小
計

評
価
判
定

市
町
村
名

大
字
等

評
価
指
標
：
実
施
目

的
の
優
先
度

計

評
価
指
標
：
公
園
施

設
別
の
重
要
度

評
価
指
標
：
利
用

度
・
代
替
施
設

評
価
指
標
：
老
朽
化

計

そ
　
　
の
　
　
他

箇 所 番 号

路
河
川
名
及
び

地
区
・
箇
所
名

所
在
地

総
事
業
費

（
百
万
円
）

完 成 予 定 年 度

評
価
視
点
：
位
置
付
け

評
価
視
点
：
必
要
性
・
効
果

評
価
視
点
：
実
施
環
境

維
持
管
理

事
業
目
的

　
設
置
よ
り
十
数
年
経
過
し
、
老
朽
化
し
た
公
園
施
設
を
更
新
す
る
こ
と
で
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
。

　
更
新
と
あ
わ
せ
て
、
屋
根
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
避
雷
時
な
ど
の
避
難
場
所
を
確
保
す
る
。

定
性
評
価

自
然
環
境
保
全

自
然
環
境
に
で
き
る
だ
け
影
響
を
与
え
な
い
工
法
を
選
択
し
た
。

生
活
環
境
対
策

排
ガ
ス
対
策
型
機
械
の
使
用
、
建
設
副
産
物
の
適
正
処
理
、
再
生
材
の
使
用
等
を
行
う
。

コ
ス
ト
縮
減
策

よ
り
経
済
的
な
工
法
を
検
討
し
採
用
す
る
。
現
場
発
生
材
の
有
効
活
用
、
再
生
材
の
使
用
等
、
よ
り
安
価
な
材
料
を
使
用
す
る
。

平
成
2
6
年
度
6
月
補
正
予
算
 公
共
事
業
新
規
評
価
調
書
 （
維
 持
 系
）

本
部
・
部
名

県
土
づ
く
り
本
部

課
　
　
　
名

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

事
業
名

公
園
整
備
事
業

種
　
　
　
 別

都
市
公
園
事
業

事
業
区
分
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自
然
環
境
に
で
き
る
だ
け
影
響
を
与
え
な
い
工
法
を
選
定
す
る
。

排
出
ガ
ス
対
策
型
機
械
の
使
用
、
建
設
副
産
物
の
適
正
処
理
等
を
行
う
。

よ
り
経
済
的
な
工
法
を
検
討
し
採
用
す
る
。

注
）
（
　
　
）
内
の
数
字
は
満
点
  

目
視
に
よ

る
破
損
個

所
の
有
無

及
び
、

錆
の
割
合
、

土
砂
の
堆

積
状
況

小
計

施
設
の

機
能

小
計

港
湾
の

施
設
の

技
術
上

の
基
準

等
と
の

適
合

小
計

当
該
施

設
利
用

の
実
績

小
計

損
個
所

が
多
く

利
用
に

与
え
る

支
障
度

割
合
い

小
計

地
元
関

係
者
・

利
用
者

の
協

力
・
要

望

小
計

施
設
の

代
替
施

設
が
有

る
の
か

小
計

(6
0
)

(6
0
)
(4
0
)

(4
0
)
(1
0
0
)
(6
0
)
(6
0
)
(4
0
)
(4
0
)
(1
0
0
)
(6
0
)
(6
0
)
(2
0
)

(2
0
)

(2
0
)
(2
0
)
(1
0
0
)

1
唐
津
港
（
大
島
地
区
）

唐
津
市

西
大
島

3
5
2
6

5
0

5
0

3
0

3
0

8
0

4
0

4
0

4
0

4
0

8
0

6
0

6
0

2
0

2
0

2
0

2
0

1
0
0
Ａ
Ａ
Ａ

Ⅰ

平
成
2
6
年
度
6
月
補
正
予
算
 
公
共
事
業
新
規
評
価
調
書
 
（
維
 
持
 
系
）

本
部
・
部
名

交
通
政
策
部

課
　
　
　
　
　
名

港
湾
課

事
　
業
　
名

港
湾
整
備
費

種
　
　
　
別

港
　
湾

事
　
業
　
区
　
分

維
持
管
理

事
業
目
的

大
島
地
区
の
泊
地
が
経
年
変
化
に
よ
り
埋
没
し
、
干
潮
時
に
は
船
底
が
接
触
す
る
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

事
故
の
未
然
防
止
お
よ
び
機
能
回
復
を
図
る
た
め
、
浚
渫
を
行
い
た
い
。

定
性
評
価

自
然
環
境
保
全

生
活
環
境
対
策

コ
ス
ト
縮
減
策

そ
　
 の
 　
他

箇
所

番
号

路
河
川
名
及
び

地
区
・
箇
所
名

所
　
在
　
地

完
成

予
定

年
度

評
価

判
断

市
町
村
名

大
字
等

総
事
業
費

（
百
万

円
）

評
価
指
標
：
危
険

度
判
定
（
施
設
の
現

況
）

評
価
指
標
：
危
険

度
判
定
（
機
能
判

定
）

評
価
視
点
：
位
置
付
け

計
計

評
価
指
標
：
構

造
上
の
課
題

評
価
指
標
：
利

用
度
の
頻
度

評
価
指
標
：
利

用
へ
の
支
障
度

評
価
指
標
：
地
元
関

係
者
・
利
用
者
の
協
力

要
請

評
価
指
標
：
代

替
施
設
の
有
無

評
価
視
点
：
必
要
性
・
効
果

評
価
視
点
：
実
施
環
境

様
式
３
－
２
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自
然
環
境
に
で
き
る
だ
け
影
響
を
与
え
な
い
工
法
を
選
定
す
る
。

排
出
ガ
ス
対
策
機
械
の
使
用
、
建
設
副
産
物
の
適
正
処
理
等
を
行
う
。

よ
り
経
済
的
な
工
法
を
検
討
し
採
用
す
る
。

注
）
（
　
　
）
内
の
数
字
は
満
点
  

目
視
に
よ

る
破
損
個

所
の
有
無

及
び
、

錆
の
割
合
、

土
砂
の
堆

積
状
況

小
計

施
設
の

機
能

小
計

港
湾
の

施
設
の

技
術
上

の
基
準

等
と
の

適
合

小
計

当
該
施

設
利
用

の
実
績

小
計

損
個
所

が
多
く

利
用
に

与
え
る

支
障
度

割
合
い

小
計

地
元
関

係
者
・

利
用
者

の
協

力
・
要

望

小
計

施
設
の

代
替
施

設
が
有

る
の
か

小
計

(6
0
)

(6
0
)
(4
0
)

(4
0
)
(1
0
0
)
(6
0
)
(6
0
)
(4
0
)
(4
0
)
(1
0
0
)
(6
0
)
(6
0
)
(2
0
)

(2
0
)

(2
0
)
(2
0
)
(1
0
0
)

2
伊
万
里
港
（
瀬
戸
地
区
）

伊
万
里
市

瀬
戸
町

7
1
2
6

5
0

5
0

2
0

2
0

7
0

4
0

4
0

4
0

4
0

8
0

6
0

6
0

2
0

2
0

0
0

8
0

B
A
A

Ⅰ

平
成
2
6
年
度
6
月
補
正
予
算
 
公
共
事
業
新
規
評
価
調
書
 
（
維
 
持
 
系
）

本
部
・
部
名

交
通
政
策
部

課
　
　
　
　
　
名

港
湾
課

事
　
業
　
名

港
湾
整
備
費

種
　
　
　
別

港
　
湾

事
　
業
　
区
　
分

維
持
管
理

事
業
目
的

樋
門
建
設
後
約
５
０
年
が
経
過
し
、
制
水
ゲ
ー
ト
の
底
版
戸
当
り
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
の
分
離
に
よ
り
漏
水
し
て
お
り
、
ま
た
、
招
扉
戸
当
り
付
近
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
劣
化
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、

樋
門
の
延
命
化
を
図
り
た
い
。

定
性
評
価

自
然
環
境
保
全

生
活
環
境
対
策

コ
ス
ト
縮
減
策

そ
　
 の
 　
他

箇
所

番
号

路
河
川
名
及
び

地
区
・
箇
所
名

所
　
在
　
地

完
成

予
定

年
度

評
価

判
断

市
町
村
名

大
字
等

総
事
業
費

（
百
万

円
）

評
価
指
標
：
危
険

度
判
定
（
施
設
の
現

況
）

評
価
指
標
：
危
険

度
判
定
（
機
能
判

定
）

評
価
視
点
：
位
置
付
け

計
計

評
価
指
標
：
構

造
上
の
課
題

評
価
指
標
：
利

用
度
の
頻
度

評
価
指
標
：
利

用
へ
の
支
障
度

評
価
指
標
：
地
元
関

係
者
・
利
用
者
の
協
力

要
請

評
価
指
標
：
代

替
施
設
の
有
無

評
価
視
点
：
必
要
性
・
効
果

評
価
視
点
：
実
施
環
境

様
式
３
－
２

-22-



自
然
環
境
に
で
き
る
だ
け
影
響
を
与
え
な
い
工
法
を
選
定
す
る
。

排
出
ガ
ス
対
策
型
機
械
の
使
用
、
建
設
副
産
物
の
適
正
処
理
等
を
行
う
。

よ
り
経
済
的
な
工
法
を
検
討
し
採
用
す
る
。

注
）
（
　
　
）
内
の
数
字
は
満
点
  

目
視
に
よ

る
破
損
個

所
の
有
無

及
び
、

錆
の
割
合
、

土
砂
の
堆

積
状
況

小
計

施
設
の

機
能

小
計

港
湾
の

施
設
の

技
術
上

の
基
準

等
と
の

適
合

小
計

当
該
施

設
利
用

の
実
績

小
計

損
個
所

が
多
く

利
用
に

与
え
る

支
障
度

割
合
い

小
計

地
元
関

係
者
・

利
用
者

の
協

力
・
要

望

小
計

施
設
の

代
替
施

設
が
有

る
の
か

小
計

(6
0
)

(6
0
)
(4
0
)

(4
0
)
(1
0
0
)
(6
0
)
(6
0
)
(4
0
)
(4
0
)
(1
0
0
)
(6
0
)
(6
0
)
(2
0
)

(2
0
)

(2
0
)
(2
0
)
(1
0
0
)

3
住
ノ
江
港
（

芦
刈
工
区
）

小
城
市

白
石
町

芦
刈
町

福
富

1
7
0
H
2
6

5
0

5
0

3
0

3
0

8
0

4
0

4
0

4
0

4
0

8
0

4
0

4
0

2
0

2
0

2
0

2
0

8
0

A
A
A

Ⅰ

平
成
2
6
年
度
6
月
補
正
予
算
 
公
共
事
業
新
規
評
価
調
書
 
（
維
 
持
 
系
）

本
部
・
部
名

交
通
政
策
部

課
　
　
　
　
　
名

港
湾
課

事
　
業
　
名

港
湾
整
備
費

種
　
　
　
別

港
　
湾

事
　
業
　
区
　
分

維
持
管
理

事
業
目
的

当
該
航
路
で
は
泥
土
堆
積
が
進
ん
で
い
て
、
干
潮
時
に
お
い
て
は
船
舶
の
通
行
可
能
幅
が
狭
く
船
舶
の
通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
た
め
、
航
路
の
浚
渫
を
行
い
、
船
舶
の
安
全
確
保
を
図
る
。

定
性
評
価

自
然
環
境
保
全

生
活
環
境
対
策

コ
ス
ト
縮
減
策

そ
　
 の
 　
他

箇
所

番
号

路
河
川
名
及
び

地
区
・
箇
所
名

所
　
在
　
地

完
成

予
定

年
度

評
価

判
断

市
町
村
名

大
字
等

総
事
業
費

（
百
万

円
）

評
価
指
標
：
危
険

度
判
定
（
施
設
の
現

況
）

評
価
指
標
：
危
険

度
判
定
（
機
能
判

定
）

評
価
視
点
：
位
置
付
け

計
計

評
価
指
標
：
構

造
上
の
課
題

評
価
指
標
：
利

用
度
の
頻
度

評
価
指
標
：
利

用
へ
の
支
障
度

評
価
指
標
：
地
元
関

係
者
・
利
用
者
の
協
力

要
請

評
価
指
標
：
代

替
施
設
の
有
無

評
価
視
点
：
必
要
性
・
効
果

評
価
視
点
：
実
施
環
境

様
式
３
－
２
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資料 ３－１ 

 

 

 

 

平成 25年度 事後評価対象箇所一覧 

（対象事業：平成 19年度事業完了分） 
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番
号
要
綱
第
２
対

象
事
業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

所
在
地

事
業
量

担
当
課
担
当

当
初

H
1
0
～
H
1
8

当
初

1
,
7
5
0
,
0
0
0

完
了

H
1
0
～
H
1
9

完
了

2
,
3
6
8
,
0
0
0

当
初

H
1
5
～
H
1
9

当
初

6
6
0
,
0
0
0

完
了

H
1
5
～
H
1
9

完
了

6
0
6
,
5
0
0

当
初

H
1
1
～
H
1
9

当
初

4
2
0
,
0
0
0

完
了

H
1
1
～
H
1
9

完
了

2
8
5
,
1
2
0

当
初

H
1
0
～
H
1
9

当
初

5
3
9
,
1
3
0

完
了

H
1
0
～
H
1
9

完
了

4
7
0
,
4
8
0

当
初

H
1
5
～
H
1
8

当
初

5
0
,
0
0
0

完
了

H
1
5
～
H
1
9

完
了

5
0
,
8
0
0

当
初

H
1
6
～
H
1
8

当
初

5
6
,
0
0
0

完
了

H
1
6
～
H
1
9

完
了

4
4
,
6
0
0

当
初

H
1
6
～
H
1
9

当
初

1
3
0
,
0
0
0

完
了

H
1
6
～
H
1
9

完
了

1
2
5
,
5
2
0

当
初

H
1
6
～
H
1
9

当
初

5
0
,
0
0
0

完
了

H
1
6
～
H
1
9

完
了

5
5
,
7
0
0

当
初

H
1
6
～
H
1
9

当
初

1
0
0
,
0
0
0

完
了

H
1
6
～
H
1
9

完
了

8
3
,
0
0
0

杭
打
工
N
=
2
2
9
本
、
水
抜
工
N
=
1
4
0
本
、

集
水
井
工
N
=
8
箇
所
、

排
水
路
工
L
=
1
,
2
7
2
m

農
山
漁
村
課

農
地
防
災
担
当

農
山
漁
村
課

農
地
防
災
担
当

堤
体
工
L
=
1
0
6
m

取
水
施
設
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
1
,
3
2
7
㎡

玄
海
町

杭
打
工
N
=
1
4
4
本
、
水
抜
工
N
=
9
7
本
、

排
水
路
工
L
=
1
,
1
7
0
m

農
山
漁
村
課

農
地
防
災
担
当

4
農
業
農
村
整

備
事
業

地
す
べ
り
対

策
事
業

犬
頭
2
期

唐
津
市
肥
前
町

日
南
郷

2
農
業
農
村
整

備
事
業

中
山
間
地
域

総
合
整
備
事

業
三
瀬

農
業
農
村
整

備
事
業

農
業
農
村
整

備
事
業

地
す
べ
り
対

策
事
業

値
賀
川
内
2
期

農
業
農
村
整

備
事
業

佐
賀
市
三
瀬
村
三

瀬

農
業
用
用
排
水
　
L
=
5
,
9
2
6
m

農
道
　
　
　
　
　
L
=
1
0
,
6
6
7
m

ほ
場
整
備
　
　
　
A
=
5
.
5
h
a

農
業
集
落
道
　
　
L
=
7
0
4
m

集
落
防
災
安
全
　
2
箇
所

市
民
農
園
等
　
　
A
=
0
.
5
h
a

農
山
漁
村
課

む
ら
づ
く
り
事
業
担
当

3
農
業
農
村
整

備
事
業

農
山
漁
村
課

農
地
防
災
担
当

8
農
業
農
村
整

備
事
業

た
め
池
等
整

備
事
業

椎
立
川
下

伊
万
里
市

堤
体
工
L
=
5
8
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
4
2
4
㎡

9
農
業
農
村
整

備
事
業

た
め
池
等
整

備
事
業

森
下

伊
万
里
市

唐
津
市
相
知
町

嬉
野
市
塩
田
町

た
め
池
等
整

備
事
業

た
め
池
等
整

備
事
業

た
め
池
等
整

備
事
業

1 5 6 7

鹿
島
駅
城
内
線
（
さ
く
ら
通
り
）

　
現
道
拡
幅
　
L
=
1
3
0
.
0
m
、
W
=
1
6
.
0
m

井
手
西
葉
線

　
現
道
拡
幅
　
L
=
2
7
3
.
0
m
、
W
=
2
0
.
0
m

平
成
2
5
年
度
　
事
後
評
価
対
象
箇
所
調
査
表

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

街
路
・
区
画
整
理
担
当

工
期

事
業
費
(千
円
)

街
路
事
業

緊
急
地
方
道

路
整
備
事
業

(
交
付
金
)

新
溜

六
郎
屋
第
一

堤
体
工
L
=
7
2
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
5
2
0
㎡

堤
体
工
L
=
5
5
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
4
2
5
㎡

堤
体
工
L
=
1
8
0
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
 
1
式

鹿
島
駅
城
内
線
外

１
線

(
井
手
西
葉
線
)

鹿
島
市

大
字
高
津
原
地
内

農
山
漁
村
課

農
地
防
災
担
当

農
山
漁
村
課

農
地
防
災
担
当

農
山
漁
村
課

農
地
防
災
担
当

伊
万
里
市
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番
号
要
綱
第
２
対

象
事
業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

所
在
地

事
業
量

担
当
課
担
当

平
成
2
5
年
度
　
事
後
評
価
対
象
箇
所
調
査
表

工
期

事
業
費
(千
円
)

当
初

H
1
6
～
H
1
9

当
初

5
5
,
0
0
0

完
了

H
1
6
～
H
1
9

完
了

5
1
,
0
0
0

当
初

H
9
～
H
1
4

当
初

2
,
2
9
2
,
0
0
0

完
了

H
9
～
H
1
9

完
了

2
,
6
8
9
,
7
3
4

当
初

H
1
1
～
H
1
5

当
初

5
0
4
,
0
0
0

完
了

H
1
1
～
H
1
9

完
了

4
8
6
,
2
5
0

当
初

H
1
8
～
H
1
9

当
初

1
0
5
,
0
0
0

完
了

H
1
8
～
H
1
9

完
了

1
0
5
,
0
0
0

当
初

H
1
6
～
H
1
9

当
初

1
6
0
,
0
0
0

完
了

H
1
6
～
H
1
9

完
了

1
5
7
,
5
0
0

当
初

H
1
7
～
H
1
9

当
初

1
6
9
,
0
0
0

完
了

H
1
7
～
H
1
9

完
了

1
6
0
,
6
5
0

当
初

H
1
1
～
H
1
5

当
初

1
,
3
9
0
,
0
0
0

完
了

H
1
1
～
H
1
9

完
了

1
,
1
4
9
,
1
0
0

当
初

H
3
～
H
1
2

当
初

1
,
2
4
5
,
0
0
0

完
了

H
3
～
H
1
9

完
了

1
,
4
8
3
,
0
0
0

当
初

H
1
2
～
H
1
4

当
初

1
5
0
,
0
0
0

完
了

H
1
2
～
H
1
9

完
了

3
9
0
,
0
0
0

当
初

H
1
7
～
H
1
9

当
初

1
9
0
,
0
0
0

完
了

H
1
7
～
H
1
9

完
了

1
3
5
,
0
0
0

通
常
砂
防
事

業
前
田
川

唐
津
市
七
山
村

砂
防
え
ん
堤
工
（
不
透
過
型
）
　
N
=
1
基

河
川
砂
防
課

砂
防
担
当

砂
防
事
業

通
常
砂
防
事

業
広
滝
西
川

神
埼
市
脊
振
町

砂
防
え
ん
堤
工
（
不
透
過
型
）
　
N
=
1
基

河
川
砂
防
課

砂
防
担
当

1
9

砂
防
事
業

1
8

農
山
漁
村
課

農
地
防
災
担
当

堤
体
工
L
=
8
8
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
4
3
7
㎡

1
0
農
業
農
村
整

備
事
業

た
め
池
等
整

備
事
業

中
の
川
内
下

有
田
町

1
7

河
川
事
業

総
合
流
域
防

災
事
業

高
原
川

三
養
基
郡
基
山
町

小
倉

河
川
改
修
　
L
=
7
1
0
m

橋
梁
　
5
基

堰
　
1
基

河
川
砂
防
課

治
水
担
当

上
峰

三
養
基
郡

上
峰
町

1
6

 
用
排
水
施
設
 
L
=
1
7
,
9
6
3
ｍ
農
道
L
=
4
6
5
ｍ

農
地
整
備
課

基
盤
整
備
担
当

1
5
農
業
農
村
整

備
事
業

一
般
農
道

有
明
東

杵
島
郡

白
石
町

農
道
L
=
7
,
2
9
5
ｍ

農
地
整
備
課

基
盤
整
備
担
当

農
業
農
村
整

備
事
業

土
地
改
良
総

合
整
備
事
業

農
地
整
備
課

基
盤
整
備
担
当

1
2
農
業
農
村
整

備
事
業

1
4
農
業
農
村
整

備
事
業

一
般
農
道

姉
川

神
埼
市

農
道
L
=
7
,
5
3
3
ｍ

1
1
農
業
農
村
整

備
事
業

ほ
場
整
備
事

業
金
立
東
部

佐
賀
市

区
画
整
理
　
Ａ
＝
1
2
5
.
6
h
a

1
3
農
業
農
村
整

備
事
業

地
域
水
田
農

業
支
援
緊
急

整
備
事
業

伊
万
里

伊
万
里
市

農
地
整
備
課

基
盤
整
備
担
当

暗
渠
排
水
　
Ａ
＝
5
6
.
1
h
a

農
地
整
備
課

基
盤
整
備
担
当

ほ
場
整
備
事

業
轟
木
・
幸
津

鳥
栖
市

区
画
整
理
　
Ａ
＝
2
4
.
0
h
a

農
地
整
備
課

基
盤
整
備
担
当

-4-



番
号
要
綱
第
２
対

象
事
業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

所
在
地

事
業
量

担
当
課
担
当

平
成
2
5
年
度
　
事
後
評
価
対
象
箇
所
調
査
表

工
期

事
業
費
(千
円
)

当
初

H
1
7
～
H
2
0

当
初

2
5
0
,
0
0
0

完
了

H
1
7
～
H
1
9

完
了

3
0
0
,
0
0
0

当
初

H
1
6
～
H
2
0

当
初

1
9
0
,
0
0
0

完
了

H
1
6
～
H
1
9

完
了

1
8
6
,
0
0
0

当
初

H
1
8

当
初

2
5
,
0
0
0

完
了

H
1
8
～
H
1
9

完
了

1
8
,
1
0
0

当
初

H
1
8
～
H
2
0

当
初

1
2
0
,
0
0
0

完
了

H
1
8
～
H
1
9

完
了

8
6
,
0
0
0

当
初

H
1
2
～
H
1
6

当
初

8
7
3
,
4
4
1

完
了

H
1
2
～
H
1
9

完
了

7
2
4
,
3
5
2

当
初

H
1
4
～
H
1
8

当
初

8
0
7
,
7
0
0

完
了

H
1
4
～
H
1
9

完
了

7
7
5
,
3
0
0

当
初

H
1
7
～
H
1
9

当
初

1
5
0
,
0
0
0

完
了

H
1
7
～
H
1
9

完
了

1
5
2
,
5
0
0

当
初

H
1
8

当
初

4
5
,
0
0
0

完
了

H
1
8
～
H
1
9

完
了

7
4
,
0
0
0

当
初

H
1
8

当
初

2
0
,
0
0
0

完
了

H
1
8
～
H
1
9

完
了

5
6
,
7
0
0

当
初

S
5
8
～
H
1
4

当
初
1
0
,
1
0
0
,
0
0
0

完
了

S
5
8
～
H
1
9

完
了
1
2
,
8
7
0
,
0
0
0

河
川
砂
防
課

砂
防
担
当

砂
防
え
ん
堤
工
（
透
過
型
）
　
 
 
N
=
1
基

河
川
砂
防
課

砂
防
担
当

2
0

砂
防
事
業

通
常
砂
防
事

業
柚
ノ
木
川

佐
賀
市
大
和
町

2
1

砂
防
事
業

通
常
砂
防
事

業
鳥
井
の
元
川

唐
津
市
相
知
町

砂
防
え
ん
堤
工
（
不
透
過
型
）
　
N
=
1
基

河
川
砂
防
課

砂
防
担
当

2
2

砂
防
事
業

急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業

中
山

伊
万
里
市
波
多
津

町
法
面
工
　
1
式

河
川
砂
防
課

砂
防
担
当

2
3

砂
防
事
業

急
傾
斜
地
崩

壊
対
策
事
業

中
村

佐
賀
市
三
瀬
村

擁
壁
工
　
1
式

2
9

道
路
事
業

道
路
改
良
事

業

国
道
2
0
4
号

（
佐
志
バ
イ
パ

ス
）

唐
津
市
神
田

 
～
佐
志

道
路
改
良
 
L
=
5
,
2
5
0
m
、
W
=
1
3
.
0
(
2
5
.
0
)
m

（
暫
定
2
車
線
）

道
路
課

幹
線
道
担
当

2
8

2
4

2
5

2
6

2
7

佐
賀
市

富
士
町

治
山
ダ
ム
　
4
個
　
　
流
路
工
　
7
8
.
8
ｍ

本
数
調
整
伐
　
5
5
.
1
h
a

森
林
整
備
課

治
山
担
当

林
道
開
設
　
Ｌ
＝
5
1
3
ｍ

林
道
開
設
　
Ｌ
＝
7
4
8
ｍ

森
林
整
備
課

森
林
管
理

森
林
整
備

事
業

水
源
流
域
広

域
保
全

栗
並

森
林
整
備

事
業

森
林
環
境
保

全
整
備
事
業

大
野
日
当

太
良
町

金
立
山
北

佐
賀
市

森
林
環
境
保

全
整
備
事
業

森
林
整
備
課

森
林
管
理

治
山
事
業

森
林
整
備
課

治
山
担
当

治
山
ダ
ム
　
1
3
個
　
流
路
工
　
3
5
6
.
6
ｍ

ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
工
　
1
9
基
　
　
法
枠
工
　
9
8
9
.
4
㎡

管
理
道
 
9
6
8
.
0
ｍ
 
風
倒
木
整
理
 
1
4
.
8
h
a

地
域
防
災
対

策
総
合
治
山

多
久
原
・
別
府

多
久
市

東
多
久
町

森
林
整
備
課

治
山
担
当

治
山
事
業

地
域
防
災
対

策
総
合
治
山

御
船
山

武
雄
市

落
石
防
護
柵
工
 
 
4
2
8
.
1
ｍ

岩
接
着
工
 
1
0
6
箇
所
　
固
定
工
 
1
1
箇
所

治
山
ダ
ム
　
 
1
個
　
　
流
路
工
 
1
5
ｍ

治
山
事
業
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番
号
要
綱
第
２
対

象
事
業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

所
在
地

事
業
量

担
当
課
担
当

平
成
2
5
年
度
　
事
後
評
価
対
象
箇
所
調
査
表

工
期

事
業
費
(千
円
)

当
初

H
1
2
～
H
1
8

当
初

1
,
0
6
6
,
0
0
0

完
了

H
1
2
～
H
1
9

完
了

1
,
0
6
6
,
0
0
0

当
初

H
1
2
～
H
1
8

当
初

1
,
2
4
0
,
0
0
0

完
了

H
1
2
～
H
1
9

完
了

1
,
3
7
5
,
0
0
0

当
初

H
1
4
～
H
1
8

当
初

3
9
1
,
0
0
0

完
了

H
1
4
～
H
1
9

完
了

4
3
8
,
0
0
0

当
初

H
1
4
～
H
1
8

当
初

2
4
0
,
0
0
0

完
了

H
1
4
～
H
1
9

完
了

2
4
0
,
0
0
0

当
初

H
1
7
～
H
1
8

当
初

4
0
0
,
0
0
0

完
了

H
1
7
～
H
1
9

完
了

4
0
0
,
0
0
0

当
初

H
1
5
～
H
1
8

当
初

4
0
0
,
0
0
0

完
了

H
1
5
～
H
1
9

完
了

3
9
7
,
0
0
0

当
初

H
1
2
～
H
1
8

当
初

2
5
0
,
0
0
0

完
了

H
1
2
～
H
1
9

完
了

3
8
7
,
3
0
0

当
初

H
1
6
～
H
1
7

当
初

6
5
,
0
0
0

完
了

H
1
6
～
H
1
9

完
了

8
5
,
0
0
0

当
初

H
1
2
～
H
1
5

当
初

3
8
0
,
0
0
0

完
了

H
1
2
～
H
1
9

完
了

3
0
5
,
0
0
0

当
初

H
9
～
H
1
5

当
初

9
0
8
,
0
0
0

完
了

H
9
～
H
1
9

完
了

1
,
3
0
4
,
0
0
0

道
路
課

交
通
安
全
・

市
町
村
道
担
当

3
1

道
路
事
業

交
通
安
全
施

設
等
整
備
事

業

国
道
5
0
0
号

（
姫
方
工
区
）

鳥
栖
市
姫
方
町

交
差
点
改
良
（
右
折
レ
ー
ン
設
置
）

L
=
8
2
0
m
、
W
=
6
.
5
（
1
5
.
0
）
m
、

交
差
点
部
W
=
1
3
.
0
（
2
1
.
5
）
m

道
路
課

交
通
安
全
・

市
町
村
道
担
当

3
0

道
路
事
業

交
通
安
全
施

設
等
整
備
事

業

国
道
4
4
4
号

（
永
田
工
区
）

小
城
市

芦
刈
町
永

田
自
歩
道
整
備

L
=
2
,
0
8
0
m
、
W
=
6
.
5
（
1
2
.
0
）
m

道
路
課

交
通
安
全
・

市
町
村
道
担
当

3
4

道
路
事
業

交
通
安
全
施

設
等
整
備
事

業

国
道
2
0
4
号

（
名
護
屋
大
橋
）

唐
津
市

鎮
西
町
名
護
屋
・

呼
子
町
殿
ノ
浦

自
歩
道
整
備

L
=
4
2
0
m
、
W
=
6
.
0
（
9
.
5
）
m

道
路
課

交
通
安
全
・

市
町
村
道
担
当

3
3

道
路
事
業

交
通
安
全
施

設
等
整
備
事

業

北
茂
安
三
田
川
線

（
白
壁
工
区
）

み
や
き
町
白
壁

自
歩
道
整
備

L
=
2
3
0
m
、
W
=
6
.
0
（
1
1
.
0
）
m

道
路
課

交
通
安
全
・

市
町
村
道
担
当

3
2

道
路
事
業

交
通
安
全
施

設
等
整
備
事

業

坊
所
城
島
線

（
坊
所
工
区
）

上
峰
町
坊
所

自
歩
道
整
備

L
=
1
,
1
6
0
m
、
W
=
6
.
0
（
1
3
.
0
）
m

道
路
課

地
方
道
担
当

3
7

道
路
事
業

道
路
局
部
改

築
事
業

久
間
白
石
線

嬉
野
市
塩
田
町
久

間
線
形
改
良

L
=
1
5
0
m
、
W
=
5
.
5
(
7
.
0
)
m

道
路
課

地
方
道
担
当

3
6

道
路
事
業

道
路
局
部
改

築
事
業

国
道
2
0
7
号

（
浜
）

鹿
島
市
浜
町

線
形
改
良

L
=
1
8
0
m
、
W
=
6
.
0
(
1
2
.
5
)
m

3
5

道
路
事
業

道
路
改
築
事

業

大
詫
間
光
法
停
車

場
線

（
早
津
江
）

佐
賀
市
川
副
町
早

津
江

現
道
拡
幅

L
=
4
9
5
m
、
W
=
6
.
0
(
1
1
.
0
)
m

道
路
課

地
方
道
担
当

道
路
課

地
方
道
担
当

3
9

道
路
事
業

地
域
振
興
特

別
道
路
整
備

事
業

坊
所
城
島
線

み
や
き
町
市
武

バ
イ
パ
ス

L
=
3
3
0
m
、
W
=
6
.
0
(
1
1
.
0
)
m

道
路
課

地
方
道
担
当

3
8

道
路
事
業

地
域
振
興
特

別
道
路
整
備

事
業

佐
賀
外
環
状
線

佐
賀
市
諸
富
町
大

堂
現
道
拡
幅

L
=
7
5
0
m
、
W
=
6
.
0
(
1
1
.
0
)
m
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番
号
要
綱
第
２
対

象
事
業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

所
在
地

事
業
量

担
当
課
担
当

平
成
2
5
年
度
　
事
後
評
価
対
象
箇
所
調
査
表

工
期

事
業
費
(千
円
)

当
初

H
1
0
～
H
1
6

当
初

6
0
0
,
0
0
0

完
了

H
1
0
～
H
1
9

完
了

8
0
0
,
0
0
0

当
初

H
1
8
～
H
2
0

当
初

3
0
,
0
0
0

完
了

H
1
8
～
H
1
9

完
了

1
5
,
0
0
0

当
初

H
1
7
～
H
1
8

当
初

6
0
,
0
0
0

完
了

H
1
7
～
H
1
9

完
了

6
2
,
0
0
0

当
初

H
1
7
～
H
1
9

当
初

2
6
3
,
0
0
0

完
了

H
1
7
～
H
1
9

完
了

2
6
1
,
5
3
7

道
路
課

地
方
道
担
当

4
0

道
路
事
業

地
域
振
興
特

別
道
路
整
備

事
業

伊
万
里
有
田
線

有
田
町
大
木
宿

バ
イ
パ
ス

L
=
9
5
0
m
、
W
=
6
.
0
(
1
1
.
0
)
m

4
3

港
湾
事
業

港
湾
整
備
事

業
費

唐
津
港

妙
見
地
区

唐
津
市

野
積
場
舗
装
（
耐
荷
重
）
A
=
2
,
2
5
0
m
2

　
　
　
　
　
（
簡
易
舗
装
）
A
=
1
2
,
4
5
0
m
2

港
湾
保
安
対
策
　
フ
ェ
ン
ス
　
L
=
1
5
5
m

　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ー
ト
　
N
=
2
箇
所

港
湾
課

計
画
・
整
備
担
当

4
2

道
路
事
業

道
路
局
部
改

築
事
業

山
本
波
多
津
線

伊
万
里
市
波
多
津

町
津
留

線
形
改
良

L
=
2
8
0
m
、
W
=
6
.
0
(
7
.
5
)
m

4
1

道
路
事
業

道
路
改
築
事

業
坂
口
藤
吉
線

み
や
き
町
坂
口

道
路
課

地
方
道
担
当

道
路
課

地
方
道
担
当

現
道
拡
幅

L
=
5
0
0
m
、
W
=
5
.
5
(
7
.
0
)
m

-7-



 

-8-



資料 ３－２ 

 

 

 

 

平成 25年度 簡易事後評価結果一覧 

（対象事業：平成 19年度事業完了分） 
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生
活
環
境

自
然
環
境

社
会
文
化
環
境

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ

1
1

農
業
農
村
整
備

事
業

ほ
場
整
備
事
業

金
立
東
部

区
画
整
理
　
Ａ
＝
1
2
5
.
6
h
a

Ｂ

Ａ

B
B

1
街
路
事
業

緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業

(
交
付
金
)

鹿
島
駅
城
内
線
外
１
路
線

鹿
島
駅
城
内
線
（
さ
く
ら
通
り
）

　
現
道
拡
幅
 
L
=
1
3
0
.
0
m
、
 
W
=
1
6
.
0
m

井
手
西
葉
線

　
現
道
拡
幅
 
L
=
2
7
3
.
0
m
、
 
W
=
2
0
.
0
m

評
　
　
価
　
　
項
　
　
目 施
設
の
維
持

管
理
状
況

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ａ
Ｂ

事
業
効
果
(波

及
効
果
）

の
発
現
状
況

 
事
業
に
よ
る
環
境
へ
影
響

地
域
住
民
等

県
民
の
意
見

改
善
措
置

の
必
要
性

平
成
2
5
年
度
　
簡
易
事
後
評
価
結
果
一
覧
表

番
号

要
綱
第
２
対
象
事

業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

事
業
量
及
び
事
業
内
容

1
0

農
業
農
村
整
備

事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

中
の
川
内
下

堤
体
工
L
=
8
8
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
4
3
7
㎡

B
B

B
B

B

9
農
業
農
村
整
備

事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

日
南
郷

堤
体
工
L
=
1
0
6
m

取
水
施
設
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
1
,
3
2
7
㎡

B
B

B
B

B
B

B

7
農
業
農
村
整
備

事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

森
下

堤
体
工
L
=
1
8
0
ｍ

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
１
式

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

8
農
業
農
村
整
備

事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

椎
立
川
下

B
B

堤
体
工
L
=
5
8
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
4
2
4
㎡

B
B

BＢ

B

堤
体
工
L
=
5
5
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
4
2
5
㎡

B

3
農
業
農
村
整
備

事
業

地
す
べ
り
対
策
事
業

値
賀
川
内
2
期

杭
打
工
N
=
1
4
4
本
、
水
抜
工
N
=
9
7
本
、

排
水
路
工
L
=
1
,
1
7
0
m

B
B

B

B
B

B
B

Ｂ
Ｂ

5
農
業
農
村
整
備

事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

新
溜

B

4
農
業
農
村
整
備

事
業

地
す
べ
り
対
策
事
業

犬
頭
2
期

B
B

B

B
BB

6
農
業
農
村
整
備

事
業

た
め
池
等
整
備
事
業

六
郎
屋
第
一

B
2

農
業
農
村
整
備

事
業

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

三
瀬

B
BB

杭
打
工
N
=
2
2
9
本
、
水
抜
工
N
=
1
4
0
本
、

集
水
井
工
N
=
8
箇
所
、

排
水
路
工
L
=
1
,
2
7
2
m

B
B

堤
体
工
L
=
7
2
m

取
水
施
設
工
１
式

余
水
吐
放
水
路
工
１
式

法
面
保
護
工
A
=
5
2
0
㎡

B

農
業
用
用
排
水
　
L
=
5
,
9
2
6
m

農
道
　
　
　
　
　
L
=
1
0
,
6
6
7
m

ほ
場
整
備
　
　
　
A
=
5
.
5
h
a

農
業
集
落
道
　
　
L
=
7
0
4
m

集
落
防
災
安
全
　
2
箇
所

市
民
農
園
等
　
　
A
=
0
.
5
h
a

B
A

B
A

A
B

B
B

B
B

B
B

B
B
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生
活
環
境

自
然
環
境

社
会
文
化
環
境

評
　
　
価
　
　
項
　
　
目 施
設
の
維
持

管
理
状
況

事
業
効
果
(波

及
効
果
）

の
発
現
状
況

 
事
業
に
よ
る
環
境
へ
影
響

地
域
住
民
等

県
民
の
意
見

改
善
措
置

の
必
要
性

平
成
2
5
年
度
　
簡
易
事
後
評
価
結
果
一
覧
表

番
号

要
綱
第
２
対
象
事

業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

事
業
量
及
び
事
業
内
容

B
B

B
B

B
B

2
0

砂
防
事
業

通
常
砂
防
事
業

柚
ノ
木
川

砂
防
え
ん
堤
工
（
透
過
型
）
　
 
 
N
=
1
基

B

B
C

B
B

B
B

1
9

砂
防
事
業

通
常
砂
防
事
業

前
田
川

砂
防
え
ん
堤
工
（
不
透
過
型
）
　
N
=
1
基

B

B
C

B
B

B
B

1
8

砂
防
事
業

通
常
砂
防
事
業

広
滝
西
川

砂
防
え
ん
堤
工
（
不
透
過
型
）
　
N
=
1
基

B

B
C

B
B

B
B

2
1

砂
防
事
業

通
常
砂
防
事
業

鳥
井
の
元
川

砂
防
え
ん
堤
工
（
不
透
過
型
）
　
N
=
1
基

B

B
B

B
B

B
B

2
2

砂
防
事
業

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

中
山

法
面
工
　
 
1
式

B

B
B

B
B

B
B

2
3

砂
防
事
業

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

中
村

擁
壁
工
　
 
1
式

B

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ

1
3

農
業
農
村
整
備

事
業

地
域
水
田
農
業
支
援
緊
急
整

備
事
業

伊
万
里

暗
渠
排
水
　
Ａ
＝
5
6
.
1
h
a

Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

1
2

農
業
農
村
整
備

事
業

ほ
場
整
備
事
業

轟
木
・
幸
津

区
画
整
理
　
Ａ
＝
2
4
.
0
h
a

Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ａ
Ｂ

Ａ
Ｂ

1
4

農
業
農
村
整
備

事
業

一
般
農
道

姉
川

農
道
L
=
7
,
5
3
3
ｍ

Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

1
5

農
業
農
村
整
備

事
業

一
般
農
道

有
明
東

農
道
L
=
7
,
2
9
5
ｍ

Ｂ

Ａ
Ｂ

Ｂ
Ａ

Ｂ
Ｂ

農
業
農
村
整
備

事
業

1
6

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

上
峰

用
排
水
施
設
 
L
=
1
7
,
9
6
3
ｍ

農
道
L
=
4
6
5
ｍ

Ｂ

Ｂ

B
A

B
B

B
多
久
原
・
別
府

治
山
ダ
ム
　
1
3
個
　
　
流
路
工
　
3
5
6
.
6
ｍ

ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
工
　
1
9
基
　
　
　
法
枠
工
　
9
8
9
.
4
㎡

管
理
道
　
9
6
8
.
0
ｍ
　
風
倒
木
整
理
　
1
4
.
8
h
a

1
7

河
川
事
業

総
合
流
域
防
災
事
業

高
原
川

BＢ

2
4

治
山
事
業

地
域
防
災
対
策
総
合
治
山

B

Ａ
Ｂ

Ｂ
河
川
改
修
　
L
=
7
1
0
m

橋
梁
　
5
基

堰
　
1
基

Ｂ
Ｂ
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生
活
環
境

自
然
環
境

社
会
文
化
環
境

評
　
　
価
　
　
項
　
　
目 施
設
の
維
持

管
理
状
況

事
業
効
果
(波

及
効
果
）

の
発
現
状
況

 
事
業
に
よ
る
環
境
へ
影
響

地
域
住
民
等

県
民
の
意
見

改
善
措
置

の
必
要
性

平
成
2
5
年
度
　
簡
易
事
後
評
価
結
果
一
覧
表

番
号

要
綱
第
２
対
象
事

業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

事
業
量
及
び
事
業
内
容

A
B

B
BB

3
1

道
路
事
業

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

国
道
5
0
0
号

（
姫
方
工
区
）

A
B

B

交
差
点
改
良
（
右
折
レ
ー
ン
設
置
）

L
=
8
2
0
m
、
W
=
6
.
5
（
1
5
.
0
）
m
、

交
差
点
部
W
=
1
3
.
0
（
2
1
.
5
）
m

B
A

B

B
A

B

B

3
0

道
路
事
業

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

国
道
4
4
4
号

（
永
田
工
区
）

自
歩
道
整
備

L
=
2
,
0
8
0
m
、
W
=
6
.
5
（
1
2
.
0
）
m

A
B

B

B

2
9

道
路
事
業

道
路
改
良
事
業

国
道
2
0
4
号

（
佐
志
バ
イ
パ
ス
）

道
路
改
良
 
L
=
5
,
2
5
0
m
、
W
=
1
3
.
0
(
2
5
.
0
)
m
 
（
暫
定
2
車
線
）

B
A

B

B
A

B
A

B
B

A
B

B
B

3
4

道
路
事
業

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

国
道
2
0
4
号

（
名
護
屋
大
橋
）

自
歩
道
整
備

L
=
4
2
0
m
、
W
=
6
.
0
（
9
.
5
）
m

B

3
3

道
路
事
業

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

北
茂
安
三
田
川
線

（
白
壁
工
区
）

自
歩
道
整
備

L
=
2
3
0
m
、
W
=
6
.
0
（
1
1
.
0
）
m

B
A

B

B
A

B
A

B
B

A
B

B
B

3
2

道
路
事
業

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

坊
所
城
島
線

（
坊
所
工
区
）

自
歩
道
整
備

L
=
1
,
1
6
0
m
、
W
=
6
.
0
（
1
3
.
0
）
m

B

3
7

道
路
事
業

道
路
局
部
改
築
事
業

久
間
白
石
線

線
形
改
良

L
=
1
5
0
m
、
W
=
5
.
5
(
7
.
0
)
m

B
B

B

B
B

B
A

B
B

A
B

B
B

3
6

道
路
事
業

道
路
局
部
改
築
事
業

国
道
2
0
7
号

（
浜
）

線
形
改
良

L
=
1
8
0
m
、
W
=
6
.
0
(
1
2
.
5
)
m

3
5

道
路
事
業

道
路
改
築
事
業

大
詫
間
光
法
停
車
場
線

（
早
津
江
）

現
道
拡
幅

L
=
4
9
5
m
、
W
=
6
.
0
(
1
1
.
0
)
m

B
B

B

A
B

B
BB

3
9

道
路
事
業

地
域
振
興
特
別
道
路
整
備
事

業
坊
所
城
島
線

バ
イ
パ
ス

L
=
3
3
0
m
、
W
=
6
.
0
(
1
1
.
0
)
m

B
A

B

B
B

B
A

B
B

3
8

道
路
事
業

地
域
振
興
特
別
道
路
整
備
事

業
佐
賀
外
環
状
線

現
道
拡
幅

L
=
7
5
0
m
、
W
=
6
.
0
(
1
1
.
0
)
m

B
B

B
A

B
BB

2
8

森
林
整
備

事
業

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

大
野
日
当

林
道
開
設
　
Ｌ
＝
5
1
3
ｍ

B

B
B

B
林
道
開
設
　
Ｌ
＝
7
4
8
ｍ

B
B

B

2
7

森
林
整
備

事
業

森
林
環
境
保
全
整
備
事
業

金
立
山
北

B
B

A
B B

B

BB

2
6

治
山
事
業

水
源
流
域
広
域
保
全

栗
並

治
山
ダ
ム
　
4
個
　
　
流
路
工
　
7
8
.
8
ｍ

本
数
調
整
伐
　
5
5
.
1
h
a

B

落
石
防
護
柵
工
 
 
4
2
8
.
1
ｍ

岩
接
着
工
　
 
1
0
6
箇
所
　
固
定
工
 
1
1
箇
所
　
　
治
山
ダ
ム
　
 
1
個

流
路
工
 
1
5
ｍ

B
A

B

B
2
5

治
山
事
業

地
域
防
災
対
策
総
合
治
山

御
船
山

B
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生
活
環
境

自
然
環
境

社
会
文
化
環
境

評
　
　
価
　
　
項
　
　
目 施
設
の
維
持

管
理
状
況

事
業
効
果
(波

及
効
果
）

の
発
現
状
況

 
事
業
に
よ
る
環
境
へ
影
響

地
域
住
民
等

県
民
の
意
見

改
善
措
置

の
必
要
性

平
成
2
5
年
度
　
簡
易
事
後
評
価
結
果
一
覧
表

番
号

要
綱
第
２
対
象
事

業
名

事
業
名

地
区
又
は
箇
所
名

事
業
量
及
び
事
業
内
容

B
B

A
B

A
B

B
4
0

道
路
事
業

地
域
振
興
特
別
道
路
整
備
事

業
伊
万
里
有
田
線

バ
イ
パ
ス

L
=
9
5
0
m
、
W
=
6
.
0
(
1
1
.
0
)
m

Ｂ
Ｂ

Ｂ
Ｂ

Ｂ
野
積
場
舗
装
（
耐
荷
重
）
A
=
2
,
2
5
0
m
2

　
　
　
　
（
簡
易
舗
装
）
A
=
1
2
,
4
5
0
m
2

港
湾
保
安
対
策
　
フ
ェ
ン
ス
　
L
=
1
5
5
m

Ｂ
Ｂ

4
3

港
湾
事
業

港
湾
整
備
事
業
費

唐
津
港

妙
見
地
区

A
B

B
B

B
BB

4
2

道
路
事
業

道
路
局
部
改
築
事
業

山
本
波
多
津
線

線
形
改
良

L
=
2
8
0
m
、
W
=
6
.
0
(
7
.
5
)
m

B

B
B

現
道
拡
幅

L
=
5
0
0
m
、
W
=
5
.
5
(
7
.
0
)
m

B
B

4
1

道
路
事
業

道
路
改
築
事
業

坂
口
藤
吉
線

B
A

-14-



平
成

25
年
度
 
簡
易
事
後
評
価
結
果
分
析
表

 

番
号

  
要
綱
第
２
対

象
事
業
名

 

地
区
名

 

又
は

 

箇
所
名

 

評
価
項
目

 

（
Ｃ
、
Ｄ
）

 
【
Ｃ
】
、【
Ｄ
】
評
価
理
由

 

同
種
・
同
類
事
業
へ
の
反
映

 

の
た
め
の
見
直
し
の
必
要

 

性
の
有
無
（
【
Ｃ
】
評
価
の
み
） 

見
直
し
を
行
わ
な
い
理
由

 
課
 
名

 

 
砂
防
事
業

 
広
滝
西

川
 

事
業
に
よ
る
環

境
へ
の
影
響

 

（
自
然
環
境
）

 

  

（
 
Ｃ
 
）

 

不
透
過
型
の
砂
防
堰
堤
で
あ
り
、

設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
下
流

の
動
植
物
の
移
動
を
阻
害
す
る

た
め
影
響
が
あ
る
。

 

 
無

 
 
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
透
過
型
堰
堤
を
標

準
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
ダ
ム
直
下
に

保
全
家
屋
が
あ
る
場
合
の
み
不
透
過
型
堰
堤
を
採

用
し
て
い
る
た
め
。
 

河
川
砂
防
課

 

 
砂
防
事
業

 
前
田
川

 
事
業
に
よ
る
環

境
へ
の
影
響

 

（
自
然
環
境
）

 

  

（
 
Ｃ
 
）

 

不
透
過
型
の
砂
防
堰
堤
で
あ
り
、

設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
下
流

の
動
植
物
の
移
動
を
阻
害
す
る

た
め
影
響
が
あ
る
。

 

 
無

 
 
自
然
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
透
過
型
堰
堤
を
標

準
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
ダ
ム
直
下
に

保
全
家
屋
が
あ
る
場
合
の
み
不
透
過
型
堰
堤
を
採

用
し
て
い
る
た
め
。
 

河
川
砂
防
課

 

 
砂
防
事
業

 
鳥
井
の

元
川

 

事
業
に
よ
る
環

境
へ
の
影
響

 

（
自
然
環
境
）

 

  （
 
Ｃ
 
）

 

 

 

不
透
過
型
の
砂
防
堰
堤
で
あ
り
、

設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
上
下
流

の
動
植
物
の
移
動
を
阻
害
す
る

た
め
影
響
が
あ
る
。

 

無
 

自
然
環
境
へ
の
影
響
が
少
な
い
透
過
型
堰
堤
を
標

準
と
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
が
、
ダ
ム
直
下
に

保
全
家
屋
が
あ
る
場
合
の
み
不
透
過
型
堰
堤
を
採

用
し
て
い
る
た
め
。

 

河
川
砂
防
課

 

※
【
Ｃ
】
評
価
（
検
討
の
結
果
、
見
直
し
を
行
う
も
の
の
み
）
及
び
【
Ｄ
】
評
価
の
分
は
、
公
共
事
業
評
価
監
視
委
員
会
に
諮
る
。
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資料 ４ 

 

 

 

 

公共事業の効果等について 

 

１．まちづくり推進課 

街路事業 【鹿島駅城内線（さくら通り）・井手西葉線】 

２．農山漁村課 

中山間地域総合整備事業  三瀬地区                    

３．道路課 

道路事業 道路改良事業 国道 204号佐志バイパス      

 

-1-



 

-2-



公共事業の効果等について 
 

【事業名、地区名、事業概要】 

 ○ 事業名：街路事業【鹿島駅城内線（さくら通り）・井手西葉線】 

○ 路線名又は箇所名：鹿島駅城内線他１線（井手西葉線） 

○ 事業の概要 

    工  期：平成１０年～平成１９年（明許） 

    事 業 費：約２４億円 

    事業内容：街路整備[現道拡幅]  

 ・鹿島駅城内線（さくら通り） L=130.0m、W=16.0m 

 ・井手西葉線 L=273.0m、W=20.0m 

 

【公共事業の効果等】 

 ○ 交通混雑の解消 

 ○ 歩行者・自転車の安全確保 

 ○ 良好な都市環境の創出 

 

【事業実施前の状況等】 

 井手西葉線（国道 207 号）は鹿島市内を貫通する国道で主要な幹線道路であり、鹿島駅城内線（(主)

鹿島嬉野線）との交差点においては右左折の交通処理が困難で、朝夕のラッシュ時には交通渋滞が生じ

ている状況であった。また、井手西葉線はJR長崎本線の肥前鹿島駅の駅前交差点であり、朝夕は鹿島駅

城内線も含めて県立鹿島高校や鹿島実業高校の通学生の通学路として利用されている路線であるが、車

道 2 車線の整備のみで歩道整備がなされておらず、自動車と歩行者や自転車が輻輳し、大変危険な状況

であった。 

 

【事業実施後の状況や県民の声など】 

・ 交差点部の車道２車線および右折レーンが確保され、交通処理機能の向上が図られた。 

・ 肥前鹿島駅の駅前で、県立鹿島高校や鹿島実業高校、鹿島市立西部中学校の通学路となっており、

特に交差点部の歩道が整備され、歩行者・自転車の安全が確保された。 

・ 整備前は幅員が狭く密集した市街地であり、駅、街路整備により、緊急車両の通行等の防災面や土

地の利活用について環境改善がみられる。 

・ 街路樹により沿道を緑化し、景観への配慮をおこなっている。同時に無電柱化を実施し、良好な景

観形成が図られている。 

 

（県民の声） 

○ 交差点の歩道が確保されたことで、朝と夕方には歩行者や自転車の学生が多く、昔に比べたら格段に

安全になった。また交差点部が広くなったことで見通しも良くなり車もスムーズに流れている。 

○ 車道に電柱があり接触事故が昔はあったが、歩道ができ無電柱化も整備されて良かった。 

○ 新しい街づくりを目指して地域住民が一丸となって事業を進められたので、反対者も無くスムーズに

できたと思う。 

○ ２車線および交差点の右折レーンの確保により、自動車の利用が便利になった。 

○ クリスマスの１２月には街路樹にイルミネーションを飾ることで活性化を図っている。今は電飾も

LEDになり電気代も安いので一年中イルミネーションを飾っている。 

○ ８月の鹿島おどりでは、車道を踊り手が歩道を観客が移動するので、混雑が無くスムーズな運営がな

されている 

資料 ４－１ 
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公共事業の効果等について 

【事業名、地区名、事業概要】 

 ○ 事業名： 中山間地域総合整備事業 

○ 路線名又は箇所名：三瀬地区 

○ 事業の概要 

   工  期：平成１５年度～平成１９年度 

   事 業 費：６０６，５００千円 

  事業内容：〔農業生産基盤整備〕ほ場整備、農業用用排水路整備、農道整備       

〔農村環境基盤整備〕農業集落道整備、集落防災施設整備、市民農園等整備    

【公共事業の効果等】 

 ○ ほ場の大区画化による農業機械の大型化（省力化・営農経費の節減）、担い手への農地集積、 

 農地の荒廃化（耕作放棄地）の防止 

○ 水路の整備による用水の安定供給、維持管理の軽減 

○ 農道の舗装による農作物の荷痛み防止（品質の向上）、維持管理の軽減  

 ○ 農村集落の生活利便性及び安全性の向上 

 ○ 都市住民との交流などによる地域の活性化 

【事業実施前の状況等】 

 ○ 農家の高齢化・兼業化が進む中、ほ場が狭小で不整形であり道路・水路が未整備であるため、

機械の大型化や農地集積が図れず、農地の荒廃化が危惧されていた。 

 ○ 土水路で用水機能が低下しており、補修等の維持管理にも多大な労力を要していた。 

○ 農道が未舗装で幅員が狭く、出荷に伴う農作物の荷痛みや運搬に支障を来していた。 

また、路面補修や草刈り等の維持管理にも多大な労力を要していた。 

 ○ 集落道の幅員が狭く未舗装であったため、緊急車両の乗り入れや一般車両の離合等に支障を

来していた。 

 ○ 民家裏の法面が崩壊し、不安定な状態であり、災害の危険性があった。 

【事業実施後の状況や県民の声など】 

 ○ ほ場整備実施地区において機械利用組合を設立し、農業機械の大型化や共同利用が図られて

おり、また、農地の集積も進んでいる。（認定農業者への集積率：(H15)2%→(H25)34%） 

 ○ 土水路のコンクリート化により農業用水の安定供給や維持管理の軽減が図られている。 

○ 農道舗装により農作物の荷痛み防止や維持管理の軽減が図られている。 

 ○ 三瀬村全体で野菜類及び花き類の作付けが増加しており、農業生産基盤の整備を行ったこと

が、増加の一つの要因として考えられる。 

（野菜類：(H12)5.6ha→(H22)15.0ha、花き類：(H12)2.6ha→(H22)6.8ha） 

 ○ 集落道の整備（拡幅・舗装）の結果、緊急車両の乗り入れや一般車両の離合等が可能となり、

生活の安全性が向上した。 

 ○ 民家裏法面の整備（擁壁工）の結果、法面崩壊が防止され、民家等の安全性が確保できた。 

○ 体験農園は周辺施設（「やまびこの湯」や「やまびこ交流館」等）と併せて都市住民との交

流の拠点となっている。 

（県民の声） 

 ○ ほ場の大区画化や水路整備、農道整備を行った結果、兼業農家でも営農が継続できる環境が整

った。また、ほ場整備を契機に農業機械の大型化や共同利用を行い、営農の効率化が図られた。 

 ○ 農道整備で大型農業機械等の通行が可能となり、農作業の効率化が図られた。 

 ○ 農道を舗装したことで集落の一般車両も通行するようになったことから、農家だけでなく非農

家も参加して年２回草刈りを行っている。ほぼ全員が参加しており、集落の一体感が生まれた。 

 ○ ［体験農園の利用者］三瀬の自然の中、農業体験ができることが素晴らしいと思った。種を

蒔いて野菜になるのがこんなに楽しいとは思わなかった。管理人（地元農家）に野菜作りを教

えてもらい勉強になった。 
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公共事業の効果等について 

 

 

 

【事業名、地区名、事業概要】 

 ○ 事業名：道路改良事業  

○ 路線名又は箇所名：国道２０４号（佐志バイパス） 

○ 事業の概要 

   工  期：昭和５８年～平成１９年 

   事 業 費：約１２９億円   

  事業内容：道路改良 Ｌ＝５．２ｋｍ 

        幅員 Ｗ＝１３．０（２５．０）ｍ（暫定２車線） 

 

 

【公共事業の効果等】 

 ○通行車両の円滑な走行確保 

 ○旧道沿いの生活環境の改善 

 

【事業実施前の状況等】 

一般国道２０４号は、佐賀県唐津市を起点として、東松浦半島を循環し、伊万里市を経て長崎

県佐世保市に至る延長約１６４ｋｍの幹線道路である。 

しかしながら、唐津市の中心市街地の交通混雑の緩和とともに、重要港湾唐津港や玄海国定公

園に指定されている東松浦半島へのアクセス機能の向上が求められていた。 

このようなことを背景として、唐津市和多田から同市佐志に至る８．３ｋｍの唐津バイパスを

計画した。このうち３．１ｋｍの神田バイパスについては、昭和４７年より事業を行い平成６年

度に４車線で部分供用した状況でした。 

 

【事業実施後の状況や県民の声など】 

 パイパス整備及びその端部となる唐房入口交差点の改良により、旅行速度の改善や交通渋滞の緩

和に一定の効果が見受けられ、通行車両の円滑な走行確保や旧道沿いの生活環境の改善など、バイ

パスの整備効果が現れている。 

 

 （県民の声） 

 ○通行の時間短縮となった。 

 ○旧道の２０４号の渋滞緩和となった。 

 ○便の良い道路が出来たことによりまちづくりの可能性が広がった。 

 ○両側に視界を妨げるものがないため安全な走行が可能となった。 
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